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■景気は急速に悪化 

新型コロナの感染拡大予防に向けた入国規制の厳

格化やロックダウン（都市封鎖）を背景にタイ景気

は急速に悪化している。1～3 月期の実質 GDP は前

年同期比▲1.8％と、大洪水の発生により生産活動が

一時的に停滞した 2011年 10～12月期以来の大幅な

マイナス成長となった（右上図）。季節調整値の前

期比も 2 四半期連続のマイナスとなり、テクニカ

ル・リセッションに入った。 

感染拡大防止策の厳格化や世界景気の大幅悪化に

よるマイナス影響がより本格的に表れる 4～6 月期

にかけて景気は一段と悪化すると見込まれている。

国家経済社会開発評議会は 2020 年通年の実質 GDP

成長率の予測値を前回（2 月）の前年比＋1.5～2.5％

から▲6～▲5％へと大幅に引き下げた。 

 

■感染者数の減少を受けて経済活動を段階的に再開 

こうしたなか、新規感染者数が 4 月中旬以降に減

少したことを受けて、政府は景気の大幅悪化を食い

止めるべく、5 月より経済活動を段階的に再開して

いる（右下図）。 

まず、5 月上旬に適切な感染防止策を講じること

を条件に、飲食店、小売店、美容院、公園等営業の

再開を許可した。また、4 月のタイ旧正月の時期に

感染リスクが高いとみられる宴会の開催を制限する

目的で禁止されていた酒類の販売についても一部の

地域で再開した。さらに、同月中旬、検温・消毒、入店人数制限等の感染予防策を講じることを条件に、

大型のショッピングモールの営業再開を許可した。今後感染者数が再び増加に転じないことが確認され

れば、娯楽施設の営業禁止や夜間の外出制限等も段階的に緩和に向かうと見込まれる。 

他方、各国での感染拡大が収束していないことを理由に、海外からの入国については引き続き厳しい

規制が続く公算が大きい。5 月中旬、政府は危険感染症地域のリストを見直し、収束傾向にある中国、

香港、韓国等を同リストから除外する一方、貨物便等を除く国際線の乗り入れ禁止措置の適用期限を当

初 5 月末から 6 月末に延長した。同措置の適用延長は今回で 4 回目であり、各国の感染拡大状況を踏ま

えて 7 月以降も延長される可能性がある。  

名目 GDP の 1 割強を占めている訪タイ観光客の消費の大幅減少が当面解消されないことを踏まえる

と、国内経済活動の再開にもかかわらず、景気の力強い持ち直しは期待できない。 
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